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　以下の記述は，実習後に提出された「課題３」の３名の
コメントである。また，ほとんどの学生が類似した報告を
している。初等体育における実技実習の身体的な体験を振
り返り，〈異学年合同体育〉で行うことを想定した記述が
みられる。

・幇助者は，実施者よりも身体が大きい方が良いことから，
上級生が下級生に幇助しながら学習できる。１,２年，３,
４年，５,６年に分けることが多いがキャスターボードの
学習の場合，１年生と５・６年生などの組み合わせでの授
業ができ（中略）幇助ありの練習は上級生と下級生がペア
やグループになって活動する。
・幇助する人は乗る人よりも体格が大きい方が安定するた
め， 異学年同士でキャスターボードに乗る練習を行う。
・「へき地・小規模校」では，児童，生徒の人数が少ないので，
最初のキャスターボードに慣れる段階で，２人１組のペア
をつくり，肩や手につかまって乗り，キャスターボードに
慣れることで，「生徒同士の関わりをより深いものにする
ことができる。またこのとき，異学年の生徒同士でペアを
つくることで， 他学年との交流にもつながり，生徒のコミュ
ニケーションの幅を広げることができる。上級生は下級に
教えることで，キャスターボードの乗り方をより一層理解
することができ，下級生は上級生に乗り方のコツを教えて
もらうことでより早く，より上手に取ることができる。ま
た、上級生へのリスペクトが生まれ，より良い関係性を築
くことができる。
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　本稿では，キャスターボードとへき地・小規模校の〈異
学年合同体育〉との接続を企図し，その内容を教員養成課
程の実技実習で実践した。初等体育での実践における〈乗
れるようになりたい学習者〉と〈乗れるようにさせてあげ
たい幇助者〉との関係を自らの身体で体験することにより，
キャスターボードの走行のみならず，へき地・小規模校の
体育においてのキャスターボードの学習を考えることにつ
ながった報告がみられた。
　川前は，「小規模校だからできないのではなく，学校が
小規模化していく現状を逆手にとり，小規模だからできる
教育活動を積極的に活かすという逆転的な発想をもつこと
が不可欠である」（川前，2019，p.208）ことを指摘している。
こうした指摘を踏まえるならば，〈小規模校だからこそで
きる〉内容を模索し，大学教育の中で実践していくことが，
へき地・小規模校の教育内容を豊かにしていくと考えられ
る。K大学の学生は，将来的に，へき地・小規模校で勤務
することが多いように思われる。こうした大学での教育研
究活動が，将来的にへき地・小規模校の教育内容を豊かに
していくことを願う。

注
注1）幇助
　幇助に類似した語に“補助”がある。運動実践の現場で
は一般的に“補助”と言われるが，金子は補助と幇助の違
いについて次のように述べている。「補助は何らかの不足
を補充して助ける意であり，補うことが活動の中心であり，

図４．上段〈幇助つき乗り降り〉下段〈自力での乗り降り〉（山本ら，2023）
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その補充の結果，今までの不足が解消されて助かるという，
極めて消極的意味しかない。技を正しく成功させるために
積極的に手助けをしていく行為を表わす必要がある。（中
略）消極的な“補助”でなく，積極的活動として捉えられ
てはじめて，コーチング上に重要な位置を占め得る」（金子，
1974，p.250）。本稿では，こうした金子の指摘を踏まえ幇
助と記述する。

注2）
　それだけなく，例えば，越川ら（2018）は，地域行事と
体育を紡ぐという視点から，すもう学習を報告している。
また，へき地校における地域性を活かした運動享受の教育
的可能性について論じている（越川，2021）。
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